
悪
わる

い大
だい

臣
じん

たちは、王
おう

さまに会
あ

いにいきました。

「王
おう

さま、あなたはだれよりもすばらしい方
かた

です。
『王

おう

さまだけをおがみなさい』というきまりを
つくってはいかがでしょうか？　もしほかのもの
をおがんだら、きびしいばつをあたえるのです」

王
おう

さまは、「うんうん」とうなずきました。

大
だい

臣
じん

たちは、にやっとわらっていいました。
「ほかのものをおがむ人

ひと

は、
だれでもライオンのあなに投

な

げこみましょう」

「なるほど、それはいい考
かんが

えだ」
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ダニエルは、
新
あたら

しいきまりが
できたことを
知
し

っていました。

大
だい

臣
じん

たちは、王
おう

さまに知
し

らせにいきました。

「ダニエルが祈
いの

っています。王
おう

さまよりも
神
かみ

さまのほうがえらいと思
おも

っているのです」

王
おう

さまは、大
だい

臣
じん

たちの悪
わる

だくみに気
き

がつきました。

8 9

それでもダニエルは、
神
かみ

さまにお祈
いの

りすることを
やめません。

悪
わる

い大
だい

臣
じん

たちが、
ダニエルのお祈

いの

りを
見
み

ていました。


